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本日の流れ・論点
 話題提供

 研究所では、一昨年度、昨年度と、停電災害時の電動車両の活用に関する

研究に取り組んできました。

 はじめに、2018年9月の北海道胆振東部地震におけるブラックアウト（北海
道全域の停電）時に、ハイブリッド車等の電動車両に搭載された

100V(1,500W)コンセントが、どのような用途に、どの程度活用されたのかに
ついて報告します（昨年度のまちべんでも報告したものです）。

 次に、自動車メーカーや自治体が、災害時の電動車両活用について、これ

まで、どのような取り組みをしているのかに関して整理したことを報告します。

 論点

 以上を踏まえて、停電災害時の備えとして、電動車両をどのように位置づけ

ることができるのか、どのような視点で考えることが重要であるのか、参加

者のみなさんと議論したいと思います。
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電動車の種類・特徴
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(出典) 災害時における電動車の活用促進マニュアル 2020年7月10日
経済産業省自動車課、国土交通省安全・環境基準課、電動車活用社会推進協議会



電動車(EV・PHV・FCV・HV)の外部給電機能について
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(出典) 災害時における電動車の活用促進マニュアル 2020年7月10日
経済産業省自動車課、国土交通省安全・環境基準課、電動車活用社会推進協議会



主な車種の外部給電機能について
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(出典) 災害時における電動車の活用促進マニュアル 2020年7月10日
経済産業省自動車課、国土交通省安全・環境基準課、電動車活用社会推進協議会



給電端子から給電する場合に必要な設備
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(出典) 災害時における電動車の活用促進マニュアル 2020年7月10日
経済産業省自動車課、国土交通省安全・環境基準課、電動車活用社会推進協議会
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2018年9月の北海道胆振東部地震における
ブラックアウト（北海道全域の停電）時に、

ハイブリッド車に搭載された100V(1,500W)コンセントが、
どのような用途に、どの程度活用されたのか？

WEBアンケート調査の結果



(調査結果)停電時ｸﾙﾏの100V電源で使った電化製品(全て)
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 「携帯電話・スマートフォンの充
電」の割合が58.2%と最も高く、
「使った電化製品はない」が
31.3%、「タブレット・ノートパソコ
ンの充電」が28.4%と続いた。

 「炊飯器」、「電気ポット・電気ケ
トル」の使用は、それぞれ、
13.3%、11.9%と1割を超えた。



(調査結果)停電時ｸﾙﾏの100V電源で使った電化製品(最有用)
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 最も役に立った電化製品としては、
「携帯電話・スマートフォンの充
電」の割合が46.3%と最も高く、
「使った電化製品はない」が31.3%
であった。続く、「家庭用冷蔵庫・
冷凍庫」は4.5%にとどまった。



(調査結果) 停電時ｸﾙﾏの100V電源への評価

n= (%)

(67)電動車両あり・コンセント搭載あり 40.3 25.4 9.0 22.4 3.0 
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全く、役に立たなかった
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 「大変、役に立った」が40.3%と最も多く、「役に立った」の25.4%と、
「やや、役に立った」の9.0%とを合計した肯定的な評価は74.7%と高
かった。



(調査結果)接続方法・使用場所
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 多様な使用場所・接続方法が選択されていた。



(調査結果)使うことができた要因

65.2 

28.3 

28.3 

28.3 

26.1 

21.7 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

これまでにも100V電源を利用したことがあり、クルマの

操作方法を知っていた

コードリール等の比較的長い（10m以上の）延長コード

を持っていた（調達できた）

駐車場から自宅建物内への距離や高さが、延長コード

で電気を引き込むことができる程度であった

100V電源を使うために、クルマを稼働した状態で放置

しても、エンジンの排ガスや騒音などがご近所の迷惑

になるレベルではなかった

クルマで充電できるポータブル電源を持っていた（調達

できた）

100V電源を使うために、クルマを稼働した状態で放置

しても、盗難などのセキュリティ面で問題がなかった

その他

電動車両あり・コンセント搭載あり・コンセント使用(n=46)
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 「これまでにも100V電源を利用したことがあり、クルマの操作方法
を知っていた」の割合が65.2%と高かった。



(調査結果)使うことができなかった要因
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 「停電時に、クルマの100V
電源を必要としなかった
から」が57.1%と最も多く、
「駐車場から自宅建物内
へは距離や高さがあるの
で、延長コードなどで電気
を引き込むのが難しかっ
たから」が23.8%と続いた。



(調査結果)共助の意向
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あなたがお住まいの地域で大規模災害が起き、あなたも被災者であると仮定したと
き、あなたのクルマを使って、お住まいの地域の避難所で電気を供給するという「共
助」を行うことについて、あなたのお考えを教えてください。
あなたのお考えに最も近い選択肢を1つ選んでください。
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自分自身が被災者である状況では、自分や家族の災害対応を優先すべきであ

り、避難所で電気を供給するというのは難しいと思う。

自分自身が被災者である状況では、自分や家族の災害対応を優先すべきであ

るが、もし余裕があれば避難所で電気を供給するという対応をしてもよいと思う。

自分自身が被災者である状況でも、自分や家族の災害対応と同様に、避難所で

電気を供給するという対応も行いたいと思う。

自分自身が被災者である状況でも、自分や家族の災害対応よりも優先して、避

難所で電気を供給するという対応を行いたいと思う。

これらの選択肢のどれにも該当しない。【 】

 災害対応の基本である自助を優先する傾向がみられた。



調査結果の考察

 2018年9月に発生したブラックアウトにおいて、電動車両に搭載されたコンセント
（100V（容量1,500W）の電源）は、保有世帯の約7割で、何らかの電化製品に使用し
ていたことを明らかにした。

 最も使用されていた用途は「携帯電話・スマートフォンの充電」であり、保有世帯の
58.2%を占めていた。生活に欠かせない存在となっていることが反映された。

 活用できた要因としては、利用者の65%から「電動車両の100V電源を使うための操
作方法を知っていたこと」があげられ、事前の使用経験が重要であると考えられる。

 また、延長コードを用いた方法以外の使用方法を想定しておくことも必要であると考
えられる。

 電源（コンセント）の使用用途が、スマートフォンやタブレットの充電など、電動車両で
はない車両でも12Vアクセサリー電源を用いて実施できる用途であったにもかかわら
ず、車両に搭載された100V電源は、100V電源を搭載する車両の保有者から、高い評
価を得ていた。

 停電時でも日常通りの生活ができるといった過度な期待を持つのではなく、様々な防
災対策のうちの1つであり、実際に、必要なスマートフォンやタブレットの充電ができた
ことで有用性を実感できていると考えられる。

 災害時は、自助を優先する意向が高い。（災害対応の基本）
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自動車メーカーや自治体等が、

災害時の電動車両活用について、

これまで、どのような取り組みをしているのか？

電動車両活用の取組みレビュー



日産自動車の取組み
日産自動車では、電気自動車リーフを活用して、2019年

9月の台風15号の千葉県長期停電の支援活動や、同年
10月の台風19号の長野県長野市津野でのボランティア
センターへの給電（電動工具の充電、コピー機、給湯、照
明）等の支援実績がある。

（参考ページ）

https://global.nissanstories.com/ja-JP/releases/nissan-blue-switch

日産ブルースイッチの取組みの一環として、自治体等と
の災害連携協定締結を推進しており、2021年9月30日時
点で、142件の災害連携協定が締結されている。

（参考ページ)
https://ev2.nissan.co.jp/BLUESWITCH/book/
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(出典) 日産ブルースイッチファクトファイル
(URL) https://ev2.nissan.co.jp/BLUESWITCH/book/
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(出典) 日産ブルースイッチファクトファイル
(URL) https://ev2.nissan.co.jp/BLUESWITCH/book/
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(出典) 日産ブルースイッチファクトファイル
(URL) https://ev2.nissan.co.jp/BLUESWITCH/book/
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(出典) 日産ブルースイッチファクトファイル
(URL) https://ev2.nissan.co.jp/BLUESWITCH/book/



三菱自動車の取組み
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三菱自動車では、電気自動車i-Mievやプラグインハイブリッド
車のアウトランダーPHEV等を活用して、2019年9月の「令和
元年房総半島台風」（台風15号）等で、電源車として支援した
実績がある。

また、アウトランダーPHEVは荒れた道路の走行性に優れてお
り、移動手段の支援という観点でもニーズがあるようである。

 DENDOコミュニティサポートプログラムを立ち上げ、「全国の
自治体と災害時協力協定を締結することで、災害発生時、停
電の発生している地域に、速やかに、かつ確実にPHEVをお
届けし、給電活動にお役立ていただきます」との取組みを進
めている。2021年9月時点で、150の自治体と災害時協力協
定を締結している。

（参考ページ）

https://www.mitsubishi-motors.co.jp/carlife/phev/dcsp/
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(出典) 三菱自動車 DENDOコミュニティサポートプログラム
(URL) https://www.mitsubishi-motors.co.jp/carlife/phev/dcsp/
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(出典) 三菱自動車 DENDOコミュニティサポートプログラム
(URL) https://www.mitsubishi-motors.co.jp/carlife/phev/dcsp/
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(出典) 三菱自動車 DENDOコミュニティサポートプログラム
(URL) https://www.mitsubishi-motors.co.jp/carlife/phev/dcsp/
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(出典) 三菱自動車 DENDOコミュニティサポートプログラム
(URL) https://www.mitsubishi-motors.co.jp/carlife/phev/dcsp/
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(出典) 三菱自動車 DENDOコミュニティサポートプログラム
(URL) https://www.mitsubishi-motors.co.jp/carlife/phev/dcsp/
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(出典) 三菱自動車 DENDOコミュニティサポートプログラム
(URL) https://www.mitsubishi-motors.co.jp/carlife/phev/dcsp/
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(出典) 三菱自動車 DENDOコミュニティサポートプログラム
(URL) https://www.mitsubishi-motors.co.jp/carlife/phev/dcsp/
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(出典) 三菱自動車 DENDOコミュニティサポートプログラム
(URL) https://www.mitsubishi-motors.co.jp/carlife/phev/dcsp/

■DENDOコミュニティサポートプログラムに基づく活動の流れ（災害時の活動）



トヨタ自動車の取組み
 トヨタ自動車では、ハイブリッド車、プラグインハイブリッド車、燃料電池
自動車で、100Vコンセントを搭載し1,500W以上の電力供給が可能な車
種のラインナップが約20車種も存在している。

 2019年9月の台風15号の大規模停電等での給電支援を行った他、外部
給電可能な車両の普及、さらに、給電可能な車両の保有者に給電機能
の認知度向上を目指した活動を行っている。

 地域自治体との包括連携協定では、全国各地のトヨタ販売店が、地域
自治体と給電支援ネットワークの構築を進めており、約60の自治体と災
害時の支援を含む包括連携協定を締結している（2020年11月時点）。

 新たな試みとして、ITツールを活用して支援のマッチングを行う試みを予
定している。また、給電車両の拡充に向けた取組みとして、本田技術研
究所との共同開発で、移動式発電・給電システム「Moving e」の開発や、
株式会社デンヨーとの共同開発で、燃料電池源車の開発を行っている。

（参考文献)
武田ら：電動車の給電機能を活用した災害支援活動、自動車技術、Vol.75、No.3、2021
（参考ページ）
https://toyota.jp/kyuden/
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(出典) トヨタ自動車 クルマ給電 CASE STUDY
(URL) https://toyota.jp/kyuden/
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(出典) トヨタ自動車 クルマ給電 CASE STUDY
(URL) https://toyota.jp/kyuden/
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(出典) トヨタ自動車 クルマ給電 CASE STUDY
(URL) https://toyota.jp/kyuden/
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(出典)トヨタ自動車ニュースルーム「災害時の電力確保を目指し、移動式発電・給電システムを構築して電気を届ける実証実験を開始」
(URL) https://global.toyota/jp/newsroom/corporate/33598919.html
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(出典)トヨタ自動車ニュースルーム「災害時の電力確保を目指し、移動式発電・給電システムを構築して電気を届ける実証実験を開始」
(URL) https://global.toyota/jp/newsroom/corporate/33598919.html
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(出典)トヨタ自動車ニュースルーム「災害時の電力確保を目指し、移動式発電・給電システムを構築して電気を届ける実証実験を開始」
(URL) https://global.toyota/jp/newsroom/corporate/33598919.html



自治体の取組み例
鳥取県の取組み

 鳥取県でも2019年9月から、「とっとりEV協力隊」制度として、災
害発生時やイベント開催時に県からの要請に応じて、協力隊
員として登録した県民等にボランティアとして参集してもらい、
電動車から電源を供給する仕組みを導入している。

（参考ページ）

https://www.pref.tottori.lg.jp/evkyouryoku/

東京都練馬区の取組み

 東京都練馬区では、大規模災害発生時を想定して、住民が保
有するクルマを、避難所に電気を供給する電源車として活用す
る制度「災害時協力登録車制度」という取り組みを行っている。

（参考ページ）
https://www.city.nerima.tokyo.jp/kurashi/shigoto/oshirase/saigaijikyouryoku.files/A4chirashi.pdf
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とっとりEV協力隊制度のイメージ
38

(出典) とっとりEV協力隊
(URL) https://www.pref.tottori.lg.jp/evkyouryoku/



東京都練馬区の「災害時協力登録車制度」
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(出典)東京都練馬区の「災害時協力登録車制度」パンフレット
(URL) https://www.city.nerima.tokyo.jp/kurashi/shigoto/oshirase/saigaijikyouryoku.files/A4chirashi.pdf



豊田市の取組み例(SAKURAプロジェクト)
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(出典)次世代自動車という選択 パンフレット
(URL) https://www.city.toyota.aichi.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/021/972/r0306/00.pdf
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(出典)次世代自動車という選択 パンフレット
(URL) https://www.city.toyota.aichi.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/021/972/r0306/00.pdf
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(出典)次世代自動車という選択 パンフレット
(URL) https://www.city.toyota.aichi.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/021/972/r0306/00.pdf



44

豊田市防災拠点施設の非常用電源設備

地区対策活動拠点施設(27箇所)

必要発電容量：各施設 1,510W程度
• 照明：1,050W程度、通信設備：200W程度
• テレビ：220W程度、投光器：40W程度

稼働時間：72時間以上
設置状況（自家発電設備を設置）

 設置済み：3/27箇所（旭支所、浄水交流館、前林交流館）
 設置目標：5/27箇所（藤岡支所、小原支所） * 2021年度まで

・崇化館交流館 ・高橋交流館 ・上郷コミセン ・若園交流館 ・保見交流館 ・藤岡支所
・梅坪台交流館 ・美里交流館  （上郷交流館） ・猿投台交流館 ・石野出張所 ・小原支所
・浄水交流館 ・益富交流館 ・竜神交流館 ・猿投コミセン  （石野交流館） ・足助支所
・朝日丘交流館 ・豊南交流館 ・若林交流館  （井郷交流館） ・松平コミセン ・下山支所
・逢妻交流館 ・末野原交流館 ・前林交流館 ・猿投北交流館  （松平交流館） ・旭支所

・稲武支所

（出典）豊田市災害対策推進計画 平成２８年７月

（出典）豊田市地域防災計画－附属資料編－平成２９年度改訂版 P338

（出典）豊田市防災対策課
電話ヒアリング
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指定避難所における外部給電装置の整備

豊田市の緊急避難場所兼避難所
 小中学校を中心に115箇所 (平成29年4月1日)

指定避難所（28中学校区毎に1箇所）
整備内容

 プリウスPHV等外部給電設備から、体育館の中に給電するための盤
を、体育館の外に設置

設置状況
 設置済み：3/28箇所
 設置目標：28/28箇所 * 2021年度まで

(若林)高岡中学校 (豊南)豊南中学校 (高橋)高橋中学校 (下山)下山中学校 (藤岡)藤岡中学校
(若園)若園中学校 (朝日丘)朝日丘中学校 (猿投台)猿投台中学校 (美里)美里中学校 (小原)小原交流館
(前林)前林中学校 (逢妻)逢妻中学校 (井郷)井郷中学校 (益富)益富中学校 (足助)足助中学校
(上郷)上郷中学校 (崇化館)崇化館中学校 (猿投北)猿投中学校 (松平)九久平小学校 (旭)旭支所
(末野原)末野原中学校 (梅坪台)梅坪台中学校 (保見)保見中学校 (石野)石野中学校 (稲武)稲武中学校
(竜神)竜神中学校 (浄水)浄水中学校 (藤岡南)中山小学校

（出典）豊田市防災対策課電話ヒアリング



検討のベースとなる様々な状況
活用の在り方を検討するにあたり、考えられる様々な状況を整理する必要がある。

複数の仕組み(レイヤー)を構築しておくことが必要ではないか？

46

■様々な状況 ■レイヤーのイメージ



ご清聴ありがとうございました
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電動車両の種類と技術的特徴(給電電力量)

ガソ
リン
(L)

バッテ
リー
(kWh)

水素
(kg)

車内 車外

トヨタ HV プリウス 43 － － 1.5kW(オプション) 43,200円 ○ － 72kWh※2

トヨタ HV エスティマハイブリッド等 65 － － 1.5kW(標準装備) － ○ － 108kWh※2

1.5kW(オプション) 75,600円 ○ ○ 72kWh

V2H(オプション＋別売り)
3～6kWh

75,600円

+40～80万円※1
－ － 3.2kWh

1.5kW(標準装備) － ○ － 60kWh相当※3

4.5kW(別売り) 約72万円※1 － ○ 60kWh相当※3

1.5kW(別売り) 321,840円 － ○ 23kWh※4

4.5kW(別売り) 約72万円※1 － ○ 23kWh※4

V2H(別売り)3～6kWh 40～80万円※1 － － 23kWh※4，※5

1.5kW(標準装備) － ○ － 15kWh

V2H(別売り)3～6kWh 40～80万円※1 － － 15kWh※5

1.5kW(標準装備) － ○ － 100kWh

V2H(別売り)3～6kWh 40～80万円※1 － － 5kWh※6

1.5kWh（オプション) 154,080円 － ○ 10kWh

V2H(別売り)3～6kWh 40～80万円※1 － － 10kWh※5

ホンダ HV オデッセイハイブリッド等 55 － － 1.5kW(一部グレード) － ○ － 92kWh※2

45 13.8 －

－ 16(10.5) －

4.6

－ 62(40) －

－ 40 －

三菱

三菱

PHV

EV

アウトランダーPHEV

i-Miev/ミニキャブMiev

EV リーフ

EV e-NV200

トヨタ

トヨタ

日産

日産

コンセント位置
給電電力量
(kWh)

車名車種
メー
カー

FCV MIRAI

－

－ －

PHV プリウスPHV 43 8.8

エネルギー搭載容量
オプション
価格(税込)

AC100V
コンセント対応
/ V2H対応

※1国の補助金あり
※2 プリウスPHVのHV給電モードを元に試算
※3 ニチコン資料による(http://www.nichicon.co.jp/products/pdfs/18-38_V2L.pdf)
※4 e-NV200より、EVバッテリーの37.5%を給電可能電力量に設定。
※5 EVは、100VコンセントとV2Hの給電電力量が同じと仮定
※6 プリウスPHVより、PHVバッテリーの36.4%を給電可能電力量に設定

・V2Hでは、大容量バッテリーを搭載したEVの給電電力量が大きい(家庭の1-2日分)
・1.5kWコンセントでは、HV、PHV、FCVの給電電力が大きい(家庭の6-10日分)
・V2H設備は高額で、一般的な普及にいたらず。


